
 2018年12月に商業運転を開始した大月バイオマス

発電所ですが、トラブル等による運転休止があり長

らく市議会視察できませんでした。このほど、よう

やく 2班に分かれて視察することができました。 

 運転休止について聞くと、燃料チップを燃焼ボイ

ラに運ぶベルトコンベア台に不具合が生じ、材質を

鉄からアルミに変えたということでした。（写真上の

傾斜 60 度の筒の中にベルトコンベアがあります） 

≪事業概要≫ 

運営会社 大林組グループ大月バイオマス発電(株) 

発電容量 1 万 4500KW（国内最大級） 

燃料   木質チップ 15 万ｔ／年 

     供給会社 大月ウッドサプライ(株) 

     （黒チップ 12 万ｔ／年、白 3万ｔ／年） 

焼却灰  8400ｔ／年 

     産業廃棄物処理委託 和建機械産業(株) 

     軟弱地盤を改良する土木資材に処理 

 所長さんは「ようやく安定運転」とのお話でした

が、環境ブランドを確立する努力とともに、大月市

の林業振興につながる事業の展開を期待します。 
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大月バイオマス発電所を視察  

 

自宅  大月市猿橋町小篠８５３ 

電話/FAX ０５５４－５６－７２７２ 

【藤本みのる活動日誌】 

３月１０日（水）  市議会本会議（一般質問） 

３月１２日（金）  鳥沢小プール建設安全祈願祭 

３月１５～１７日 予算審査特別委員会 

３月１９日（金）  市議会定例会最終日 

３月２３日（火）  大月バイオマス発電所視察（市議会） 
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